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成　人　式
　１月８日（日）に山村振興センターにおいて、平成２９

年成人式を行いました。式典では、村長や来賓からお祝い

と励ましの言葉や記念品の贈呈、新成人を代表して大路

寧々さんから「社会人としての基本的な教養を身につけ、

現代をいかに生きるかを見極めていきたい」との謝辞がありました。

　また、式典終了後には、村長や恩師、友人との記念撮影や久々の再会で話に花が咲き、会場は

新成人の笑顔があふれ、清々しい雰囲気に包まれました。

村内で新成人になられた方は次のとおりです（1月8日現在）

大路寧 （々北今西）　菊谷真衣（北股）　辻澤亜耶（北股）　西田朱李（北股）

西田栞那（北股）　西田洸大（北股）　吉井千香（今井）

成　人　式

　

１
月
20
日
（
金
）、
野
迫
川
村
公
民
館
に
お
い
て
、
野
迫
川
村
消
防
団
及

び
奈
良
県
消
防
協
会
南
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
約

90
名
が
参
集
し
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
や
観
閲
な
ど
が
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
奈
良
県
危
機
管
理
監
、
奈
良
県
消
防
協
会
長
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

優
良
消
防
団
員
と
し
て
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

○
南
吉
野
支
部
連
合
出
初
式

知
事
表
彰

第
三
分
団
班
長　
　
　
　

萬
谷　
　

均

協
会
長
表
彰

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

増
本　

忠
司

支
部
長
表
彰

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

田
見　

圭
三

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

中
本　

裕
之

○
村
消
防
団
出
初
式

村
長
特
別
表
彰

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

井
上　

政
則

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

中
谷　

陽
蔵

村
長
表
彰

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

増
谷　

俊
行

団
長
特
別
表
彰

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

西
本　

利
広

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

中
迫　
　

勉

団
長
表
彰

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

野
口　

睦
夫

五
条
警
察
署
長
感
謝
状

第
二
分
団

平成29年 野迫川村消防団出初式
南吉野支部連合出初式

一
般
質
問
の
内
容
（
抜
粋
）

平成29年２月 （2）



　

平
成
28
年
12
月
19
日
（
月
）、
野
迫
川
中
学
校

の
生
徒
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
学
３
年
生
５
名
が
議
員
と
な
り
、
村
長
に

対
し
て
、
生
徒
が
思
う
村
政
に
対
す
る
疑
問
や

要
望
を
一
般
質
問
と
し
て
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

実
際
の
議
会
と
同
様
の
進
行
方
法
で
行
わ
れ
、

議
場
が
緊
張
で
包
ま
れ
る
中
、
議
案
１
件
が
提

出
さ
れ
子
ど
も
議
会
の
名
称
を
「
野
迫
川
村
子
ど

も
未
来
議
会
」
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
名
が
議
長
を
交
代
で
行
い
、
一
般
質
問
で

は
生
徒
か
ら
の
全
て
の
質
問
に
対
し
、
村
長
か

ら
丁
寧
な
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目
と
な
る
野
迫
川
村
子
ど
も
未

来
議
会
で
生
徒
達
の
村
に
対
す
る
思
い
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
大
変
意
義
の
あ
る
議
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
倉
岡
議
員
】

質
問
①
　

　

�　

野
川
の
住
宅
に
は
、
小
・
中
学
生
も
住
ん

で
お
り
、
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
帰
る
時
間

に
は
す
で
に
暗
い
。
最
近
で
は
熊
の
出
没
情

報
も
あ
り
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

�　

上
地
区
の
村
営
住
宅
へ
続
く
道
な
ど
、
外

灯
の
少
な
い
と
こ
ろ
に
新
し
く
外
灯
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】（
村
長
）

　

�　

昨
年
度
よ
り
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
や
防
犯

灯
の
維
持
管
理
を
各
自
治
会
で
な
く
村
が
直

接
行
う
こ
と
と
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
明
る
く
、

電
球
の
寿
命
も
長
く
、
電
気
代
も
少
な
く
て

す
む
機
器
も
導
入
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

新
規
に
防
犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
ど
の
場
所
に
設
置
す
る
か
も
重
要
で
、

そ
れ
が
も
し
、
誰
か
が
所
有
す
る
土
地
で
あ

れ
ば
、
そ
の
方
の
同
意
も
必
要
と
な
る
の
で
、

区
長
様
は
じ
め
各
自
治
会
の
協
力
が
不
可
欠

に
な
る
。
各
区
の
住
民
の
方
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
予
算
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
使
う

こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
防
犯
灯
の
整
備
を
進

一
般
質
問
の
内
容
（
抜
粋
）

野
迫
川
村子

ど
も
未
来
議
会
開
催
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め
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　

　

�　

野
迫
川
の
山
を
生
か
し
た
施
設
を
作
っ
て

み
て
は
ど
う
か

【
答
弁
】（
村
長
）　

　

�　

野
迫
川
村
で
現
在
、
山
を
生
か
し
た
施
設

に
は
、
宮
の
向
か
い
キ
ャ
ン
プ
場
や
北
今
西

キ
ャ
ン
プ
場
、
高
野
大
峯
ス
ズ
カ
ケ
ラ
イ
ン

「
道
の
オ
ア
シ
ス
弁
天
」
が
あ
る
。
道
の
オ
ア

シ
ス
弁
天
は
、
平
成
８
年
に
滑
り
台
や
遊
歩

道
、
展
望
台
を
整
備
し
た
が
、
老
朽
化
な
ど

で
安
全
面
に
不
安
が
あ
り
、
一
部
を
閉
鎖
し

て
お
り
、
ト
イ
レ
か
ら
川
を
渡
る
橋
も
老
朽

化
し
て
通
行
止
め
に
し
て
い
る
。
平
成
26
年

か
ら
遊
歩
道
の
整
備
を
兼
ね
て
雑
木
を
刈
っ

て
改
修
し
な
お
し
て
い
る
。
既
存
の
ロ
ー
ラ
ー

滑
り
台
だ
け
で
な
く
新
し
い
遊
具
の
設
置
も

行
い
た
い
が
、
実
現
に
到
っ
て
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

�　

ま
た
、
鶴
姫
公
園
で
は
桜
を
植
え
、
シ
カ

が
新
芽
を
食
べ
な
い
よ
う
網
を
張
る
な
ど
保

護
し
な
が
ら
、
数
年
後
に
は
満
開
の
桜
が
咲

く
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
。
今
後
、
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
楽
し
め
る
施
設
整

備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
�　

北
今
西
キ
ャ
ン
プ
場
の
上
に
あ
る
、
展
望

台
、
滑
り
台
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
さ
っ

そ
く
整
備
し
た
い
と
思
う
。

【
小
西
議
員
】

質
問
①　

　

�　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
は
主
に
高
齢
者

向
け
の
も
の
だ
と
聞
い
て
い
る
。
お
弁
当
の

具
材
は
和
食
を
中
心
と
し
た
食
べ
や
す
い
も

の
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】（
村
長
）　

　

�　

今
年
４
月
よ
り
12
月
ま
で
で
16
回
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
６
回

が
純
和
風
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
洋
食

に
対
し
て
、
そ
の
付
け
合
せ
と
し
て
、
ほ
う

れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
や
酢
の
物
、
煮
豆
な
ど

和
風
の
物
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
全
員
が

好
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作

れ
た
ら
い
い
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な

い
。
し
か
し
、
季
節
に
応
じ
た
食
材
や
、
野

迫
川
村
の
郷
土
料
理
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
ま
た
、
利
用
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る

平成29年２月 （4）



【
更
谷
議
員
】

質
問
①　

　

�　

野
迫
川
村
に
は
特
産
物
や
い
い
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
野
迫
川
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

作
り
、
野
迫
川
テ
レ
ビ
な
ど
で
放
送
し
て
は

ど
う
か

【
答
弁
】（
村
長
）　

　

�　

野
迫
川
村
の
鶴
姫
公
園
の
付
近
で
見
え
る

星
空
の
写
真
を
撮
り
に
来
ら
れ
て
い
る
観
光

客
は
多
数
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
鶴
姫
公

園
ま
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
ひ
か
れ
て
お

ら
ず
、定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
。
ま
た
、

今
あ
る
定
点
カ
メ
ラ
を
Ｈ
Ｐ
に
乗
せ
よ
う
と

思
っ
て
も
サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
シ
ス

テ
ム
の
改
修
が
必
要
と
な
る
が
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
点
と
し
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
民
家

な
ど
の
周
辺
の
動
画
を
Ｈ
Ｐ
上
に
公
開
す
る

の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
風
景
等
に
限
定
し

て
の
動
画
の
配
信
を
今
後
検
討
す
る
。

　

�　

ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
等
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

�　

現
在
、
野
迫
川
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
動
画
を
流

す
こ
と
が
で
き
ず
、
制
止
画
の
み
対
応
し
て

い
る
の
で
、
天
体
観
測
の
時
期
な
ど
を
文
字

放
送
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
可
能
だ

と
思
う
。

　

�　

ま
た
、
野
迫
川
村
は
今
年
近
畿
で
初
め
て

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
を
「
ア
マ
ゴ
」
で
宣

言
し
た
。
ア
マ
ゴ
の
養
殖
場
は
、
近
畿
で
も

数
少
な
い
大
き
な
施
設
で
、
他
に
も
、
沢
わ

さ
び
、
高
野
豆
腐
な
ど
、
今
後
は
も
っ
と
野

迫
川
村
独
特
の
美
味
し
い
食
材
や
風
景
な
ど

宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

Ｐ
Ｒ
動
画
も
必
要
だ
が
、
一
過
性
の
も
の

に
な
り
、
人
や
場
所
な
ど
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
く
、
せ
っ
か
く
で
き
た
動
画
も
す

ぐ
に
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
今
年
も
多
く
の
テ
レ
ビ
局
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
が
、
来
年
も
今
年

以
上
に
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
発
信
し
て
い
こ

う
と
も
考
え
て
い
る
。

【
山
田
議
員
】

質
問
①　

　

�　

立
里
に
あ
っ
た
温
泉
施
設
を
再
び
開
業
す

る
と
、
野
迫
川
村
に
温
泉
が
２
つ
で
き
、
村

の
観
光
客
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】（
村
長
）　

　

�　

立
里
に
あ
っ
た
温
泉
施
設
の
動
産
は
、
個

人
の
経
営
者
の
持
ち
物
で
、
敷
地
は
別
の
方

の
持
ち
物
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
施
設
を
村

で
購
入
し
、
運
営
と
な
る
と
建
物
の
購
入
だ

け
で
も
１
千
万
を
超
え
る
費
用
が
必
要
に
な

り
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
。

　

�　

露
天
風
呂
だ
け
の
温
泉
と
し
て
生
か
す
と

い
う
こ
と
も
考
え
て
み
て
も
、
冷
泉
の
温
泉

で
は
湯
を
炊
か
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
温

泉
で
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
ポ
ン
プ
を
稼
働

し
て
温
泉
の
原
水
の
温
泉
成
分
分
析
を
し
な

い
と
い
け
な
く
、
そ
の
成
分
を
保
健
所
へ
持
っ

て
行
く
と
い
う
手
続
き
も
必
要
と
な
り
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
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�　

確
か
に
「
温
泉
」
と
い
う
魅
力
的
な
施
設
を

設
け
る
こ
と
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
は
、
明
確
だ
が
、
な
か
な
か
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
見
て
も
厳
し
い
と
思
う
。

　

�　

村
に
あ
る
も
う
一
つ
の
温
泉
、
ホ
テ
ル
の

せ
川
の
温
泉
は
（P

H
10.4

強
ア
ル
カ
リ
温
泉

で
微
黄
色
、
微
硫
黄
臭
）、
身
体
に
対
す
る
し

げ
き
が
や
さ
し
く
、
お
湯
が
や
わ
ら
か
く
入

り
心
地
が
よ
い
。
お
肌
が
つ
る
つ
る
す
べ
す

べ
に
な
り
、
湯
冷
め
が
し
に
く
い
と
い
わ
れ
、

美
人
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
村
と
し

て
は
こ
ち
ら
を
今
後
も
お
す
す
め
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
井
上
議
員
】

質
問
①　

　

�　

ホ
テ
ル
野
迫
川
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
新

し
、
村
内
だ
け
で
な
く
村
外
に
も
配
布
し
、

村
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
て
、
村
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】（
村
長
）　

　

�　

ホ
テ
ル
の
せ
川
の
温
泉
は
、
肌
が
す
べ
す

べ
に
な
る
と
評
判
が
よ
い
。
大
阪
の
方
か
ら

も
多
数
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
い
る
が
、

旧
高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
走
っ
て
く
る

車
は
ど
う
し
て
も
有
名
な
龍
神
温
泉
や
白
浜

温
泉
に
行
く
客
が
多
い
の
が
現
状
。
な
ん
と

か
レ
ス
ト
ラ
ン
鶴
姫
を
村
の
総
合
案
内
所
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
て
、
村
の
観

光
の
入
り
口
と
し
て
の
施
設
と
し
た
い
。

　

�　

露
天
風
呂
の
温
泉
も
す
ご
く
評
判
に
な
る

こ
と
と
思
う
が
、
野
迫
川
村
の
温
泉
は
、
19

度
と
冷
泉
で
お
湯
を
沸
か
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
雪
景
色
の
中
の
露
天
風
呂
な
ん
て
最
高

に
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
思

う
が
、
光
熱
費
（
燃
料
）
に
か
な
り
の
お
金
が

か
か
り
実
現
に
は
、
な
か
な
か
い
た
ら
な
い

か
と
思
う
。

　

�　

次
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
既
存
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
作
成
さ
れ
て
か
ら
約
20
年

が
経
ち
新
し
く
作
成
し
直
す
価
値
は
十
分
に

あ
る
。
現
在
は
世
界
遺
産
の
小
辺
路
の
道
を

歩
く
外
国
の
方
も
多
数
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は
、
外
国

語
表
記
で
作
成
す
る
の
も
よ
い
と
思
う
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
い
ろ
ん

な
市
町
村
の
観
光
案
内
所
を
通
じ
て
置
い
て

い
た
だ
く
よ
う
試
み
た
い
。

　

�　

今
後
も
大
阪
、
高
野
山
の
お
客
さ
ん
を
ど

ん
ど
ん
こ
の
野
迫
川
村
へ
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

平成29年２月 （6）



昨年の様子

青年団主催　子どもクリスマス会

「聖徳太子市～知床物産展～」出展

　平成２８年１２月２３日（金）山村振興センターにおいて、青年団による子どもクリスマス
会が開催されました。小・中学生が１７名、青年団員が１３名集まり、とても賑やかな会とな
りました。ジェスチャーゲームやイス取りゲー
ムで頭と体を動かした後、グループに分かれ
てケーキの飾り付けをしました。みんな上手
にでき、美味しくいただきました。
　最後のビンゴゲームでは、どんなプレゼン
トが当たるのかわくわくしながら楽しい時間
を過ごしていました。

（野迫川村青年団）

　２月１８日（土）・１９日（日）に午前１０時
から午後３時まで、斑鳩町法隆寺観光自動車
駐車場にて、「聖徳太子市～知床物産展」が開
催されます。野迫川村からは、あまごやしい
たけ等の特産品やカシキ鍋等を出品する予定
です。皆様、お誘い合わせのうえ、ご来場く
ださい。

（問合せ）
　野迫川村役場　産業課
　TEL０７４７ｰ３７ｰ２１０１

3月教室

ゲートボール教室　
（日　時）　�５日（日）
　　　　　　９：００～１２：００
　　　　　　ふれあい広場

フットサル教室　 
（日　時）　１５日（水）
　　　　　　１９：００～２０：３０
　　　　　　旧中学校体育館

初めての方でも大歓迎です。皆様ご近所お誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。
（問合せ）　野迫川村総合型地域スポーツクラブ事務局（野迫川村教育委員会内）
　　　　　☎０７４７ｰ３７ｰ２１１５

総合型地域スポーツクラブからのお知らせ

（7） 平成29年２月



２０歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考

えで作られた仕組みです。

　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病

気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる

制度です。

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります

　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません

　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、

病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その

加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の

納付が猶予される制度です。

★「納付猶予制度」

　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険

料の納付が猶予される制度です。

（問合せ）　大和高田年金事務所　☎０７４５ｰ２２ｰ３５３１

　　　　　役　場　住　民　課　☎０７４７ｰ３７ｰ２１０１

平成29年２月 （8）



みんなで踏み出す一歩二歩
～障がいのある人もない人もともに暮らす地域へ～

　私たちは障がいに対する正しい情報の普及を目的とし、障がいのあるなしに関わらず暮らしや
すい地域づくりを目指しています。
　イベントは今年度で４回目を迎えました。今回は講演会や障がい当事者によるものづくり体験
やバザー、大ホールでは舞台発表が行われます。入場無料ですので是非、会場へお越しください。

日　時　平成２９年３月１８日 (土 )　１０時３０分～１６時００分
場　所　大淀町文化会館とその周辺

（問合せ）
　ほっとはーと南和事務局
　特定非営利活動法人吉野コスモス会　地域活動支援センターのどか
　〒６３８ｰ０８２１　奈良県吉野郡大淀町下渕８６２ｰ１
　ＴＥＬ／ＦＡＸ�　０７４７ｰ５３ｰ２２１５　◇担当：前川・北野

　買い物をする時に品物の代金に含まれている消費税は８％ですが、この内の１．７％は地方消費税
です。この地方消費税は、まず各都道府県に対して人口やどの程度買い物がなされたのかに応じて配
分が行われ、その額は半分ずつそれぞれの都道府県と市町村の収入（地方消費税交付金）となります。

たとえば１万円の買い物をすると…
　　　　　　　地方消費税：１７０円� 都道府県：８５円

� 　市町村：８５円

　この地方消費税ですが、奈良県は１人あたりの地方消費税収が全国で46位（平成25年度）と、とて
も低い水準に留まっています。地方消費税の収入が増えれば行政サービスの原資となり、より良い地
域づくりとみなさんの生活を充実させる原動力となりますので、同じ物を買うなら県内でのお買い物
をぜひともお願いします。
　また、消費税・地方消費税合わせての税率が８％となった際に税率の引き上げ分は社会保障に関連
する施策に充てる（人件費や消耗品の購入費等を除く）こととされています。平成２７年度、野迫川
村には地方消費税交付金として１０２０万円が分配され、この内の引き上げ分は３４５万円でした。
この収入は、村民のみなさんを対象としたがん検診等の委託費に充てています。�����������������������

（問合せ）　野迫川村役場　住民課　TEL：０７４７ｰ３７ｰ２１０１

第4回ほっとはーと南和のつどい

地 方 消 費 税 を ご 存 知 で す か ？

（9） 平成29年２月
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北
沢　

孤
山

まもなく平成２８年分の確定申告が開始となります。期間は、

平成２９年２月１６日（木）から
平成２９年３月１５日（水）まで

　個人事業主（自営業）の方や、医療費控除・寄附金控除等の適用を受ける
場合には確定申告が必要となります。申告に関連する給与や年金等につい
ての源泉徴収票や医療費・寄附金等の領収書等をなくさないようにご注意
ください。
　また、本年分の申告から申告書への個人番号（マイナンバー）の記入が必
要となります。既にお手元にある個人番号カードや、通知カード等により
ご自身の個人番号をご確認ください。

（問合せ）：住　民　課��０７４７ｰ３７ｰ２１０１�
　　　　　吉野税務署��０７４６ｰ３２ｰ３３８５

確定申告相談会のご案内
　今年も、地場産業振興センターにおいて確定申告相談会を開催します。
当日は吉野税務署の方が申告書受取のため来村されますので、ぜひこの
機会をご利用ください。

２月２３日（木）　午前１１時から午後３時まで （予定）
会場：地場産業振興センター ２階大会議室

（午前１２時から午後１時までは相談を休止します）

国民健康保険税の納期限は２月２７日（月）
固定資産税の納期限は２月２８日（火）です
　平成２８年度国民健康保険税第４期の納期限は２月２７日（月）、固定資
産税第４期の納期限は２月２８日（火）です。この日までに役場窓口や、各
金融機関で納付をお願いします。
　また、口座振替の引落しもそれぞれこの日に行います。口座残高に不足
がないよう、事前にご確認ください。

巡
回
日

２月２２日（水） 平・大股・北今西・檜股・弓手原
２月２３日（木） 池津川・立里・上垣内・北股
２月２４日（金） 今井・平川・柞原・中・上

村民のみなさまへ

（10）平成29年２月


